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●平成 23 年 3 月 1 日現在（対前月比）
■人口　204,984 人（-144）　男　102,397 人（-92）　女　102,587 人（-52）　■世帯　82,147（-45）

「
市
報
く
ま
が
や
」
は
、
毎
月
１
日（
原
則
）に
発
行
し
、
自
治
会
を
通
し
て
お
届
け
し
ま
す
。
ま
た
、
市

役
所
・
行
政
セ
ン
タ
ー
・
出
張
所
・
公
民
館
・
駅
連
絡
所
な
ど
で
も
お
配
り
し
て
い
ま
す
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
も
「
市
報
く
ま
が
や
」
を
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。（U

R
L) http://w

w
w

.city.kum
agaya.lg.jp/　 「市報くまがや」は、再生紙を使用しています。

「市報くまがや」4 月号は、72,000 部作成し、広告料収入を差し引いた印刷・製本にかかる市の負担は、1 部当たり 16 円です。
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人口と世帯

夢追い

FAX

　今回は歓喜院聖天堂が有する有形文化財（工芸品・書
跡）の宝物についてご紹介します。
　長い歴史と共にある歓喜院聖天堂は、本殿や貴惣門
などの建造物のほか、それぞれの時代にゆかりのある
貴重な有形文化財を有しています。
　その筆頭に挙げられるのは、国指定重要文化財（工
芸品）の「御

みしょうたいしゃくじょうとう

正躰錫杖頭」（錫
しゃくじょう

杖）です。これは、寺伝に
よると、建久 8年（1197）に、斎

さいとう べ っ と う さ ね も り

藤別当実盛の外
がいせい

甥の
宮
みやじのくにひら

道国平が実盛の二人の孫と共に寄進した聖天堂の御
ご

本
ほんぞん

尊であり、秘仏とされています。
　県指定有形文化財（工芸品）の「紵

ち ょ し と ち ょ う

絲斗帳」と「鰐
わにぐち

口」は、
美術品としてだけでなく、歴史的にも貴重な資料です。

自
分
の
作
品
を
形
に
し
た
い

第10回全国高校生童話大賞
金の星賞（最優秀賞）
本庄第一高校 3年 内田彩

あ や か

香さん（弥藤吾）

夢追い
情熱世代

　

物
心
つ
い
た
と
き
か
ら
物
語
を

考
え
る
こ
と
と
絵
を
描
く
こ
と
が

大
好
き
で
、
小
学
生
の
時
に
は
童

話
を
書
き
始
め
て
い
ま
し
た
。「
幼

稚
園
児
の
こ
ろ
か
ら
、
絵
で
物
語

を
表
現
し
て
い
た
よ
。」と
母
が
い

い
ま
す
。

　

そ
ん
な
私
が
作
品
を
応
募
し
よ

う
と
思
っ
た
の
は
、
一
枚
の
ポ
ス

タ
ー
に
出
会
っ
た
の
が
き
っ
か
け

で
す
。
高
校
一
年
生
の
と
き
、
学

校
の
掲
示
板
に
貼は

ら
れ
た
か
わ
い

い
雰
囲
気
の
絵
が
私
の
視
線
を
奪

い
ま
し
た
。
そ
れ
が
全
国
高
校
生

童
話
大
賞
の
ポ
ス
タ
ー
だ
っ
た
の

で
す
。
ポ
ス
タ
ー
を
見
て
、
た
く

さ
ん
の
人
に
自
分
の
物
語
を
読
ん

　

現
在
は
美
術
部
で
仲

間
と
絵
の
腕
に
磨
き
を

か
け
て
い
ま
す
。
将
来

は
、
大
好
き
な
物
語
と
絵

の
両
方
を
生
か
し
て
、
絵
本

作
家
に
な
る
の
が
夢
で
す
。

　

ま
だ
、
文
章
が
未
熟
で

私
が
一
番
伝
え
た
い
こ

と
を
伝
え
ら
れ
て
い
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

読
ん
だ
方
が
主
人
公
や

そ
の
友
だ
ち
の
姿
や
気

持
ち
を
自
由
に
想
像
し

て
、
自
分
な
り
の
空
を
思

い
描
い
て
、
優
し
い
気
持

ち
で
読
ん
で
も
ら
え
る

と
嬉
し
い
で
す
。

ノートの隅から
紡
つむ

がれたストーリー

　

心
に
留
ま
っ
た
物
事
が
あ
る
と

イ
メ
ー
ジ
が
湧わ

い
て
き
ま
す
。
普

段
か
ら
、
湧
い
て
き
た
イ
メ
ー
ジ

は
、
ノ
ー
ト
の
隅
な
ど
に
メ
モ
を

と
る
の
が
癖く

せ

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
受
賞
し
た
作
品
の
ア
イ
デ

ア
は
、
先
生
が
黒
板
に「
机
の
中

は
空か

ら

に
」と
書
い
た
の
を「
机
の
中

は
空そ

ら

に
」と
読
み
間
違
え
た
と
こ

ろ
か
ら
生
ま
れ
ま
し
た
。
机
の
中

の
空
は
ど
ん
な
だ
ろ
う
と
想
像
し

て
は
、
浮
か
ん
で
き
た
イ
メ
ー
ジ

を
溜た

め
て
い
き
ま
し
た
。
断
片
的

な
イ
メ
ー
ジ
を
ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ
ル

の
よ
う
に
組
み
合
わ
せ
て
一
つ
の

形
に
す
る
ま
で
半
年
程
か
か
り
ま

し
た
。
文
字
に
お
こ
し
た
の
は
２

市報
2011

で
も
ら
い
た
い
と
思
い
、
書
き
上

げ
ま
し
た
。
そ
の
時
応
募
し
た

「
夏
の
友
達
」と
い
う
作
品
は
、
ノ

ミ
ネ
ー
ト
は
さ
れ
ま
し
た
が
、
受

賞
作
品
集
に
は
名
前
と
タ
イ
ト
ル

の
み
の
掲
載
で
し
た
。
優
秀
賞
以

上
の
賞
な
ら
ば
作
品
が
掲
載
さ
れ

る
。
自
分
が
作
っ
た
物
語
を
ぜ
ひ

冊
子
と
い
う
形
に
し
た
い
と
い
う

強
い
思
い
か
ら
再
度
の
挑
戦
を
決

意
し
ま
し
た
。

　「紵絲斗帳」は、銘文によると中国の
嘉
かせいねんかん

靖年間（1522 ～ 1566）に作られた織
物で、二代目忍城主の成

な り た な が や す

田長泰が奉納
した品です。濃い藍色の布地に紅色で
鳥や雲の模様を織ったものであり、時
代を経て紅色は褐色に変化しましたが、
味わい深い風

ふうあい

合となっています。なお、
荻
お ぎ う そ ら い

生徂徠の『度
どりょうこうこう

量衡考』にも紹介されるな
ど、古くから多くの関心を集めています。
　「鰐口」は、寺院や社殿の軒先につるし、布

ぬのなわ

縄を振って
打ち鳴らす鋳

ちゅうどうせい

銅製の仏具であり、暦
れきおう

応 2 年（1339）の南
北朝時代に奉献されたものです。鰐口の内側に陰

いんこく

刻され
た「武州福河庄聖天堂常住也」という銘は、室町時代初期
の妻沼地域が「福

ふくかわしょう

河庄」と称されていたことを示してお
り、当時の行政的な位置付けを知ることができます。
　その他に、歓喜院が所蔵している市指定文化財（書跡）
の「妻

め ぬ ま は っ け い

沼八景の詩
し が ふ く

画幅」（豊
ほうしゅう

洲・寺
てらかどせいけん

門静軒筆）と「勝
かつかいしゅう

海舟の
書」は、共に歓喜院と当時の文化人とのつながりの深さ
を示す名品です。

内田さんの受賞作「机の中は空」は、こちらのホームページで読めます
「全国高校生童話大賞公式ホームページ」http://www.koukousei-douwa.jp

か
月
く
ら
い
で
す
。

伝
え
た
い
こ
と
を

文
章
に
す
る
と
長

文
に
な
っ
て
し
ま

い
、
説
明
文
の
よ

う
に
な
っ
て
し
ま

う
の
が
難
し
い
で

す
ね
。
し
か
し
、

想
像
の
世
界
を
文

章
に
す
る
こ
と
は
、

物
語
を
作
る
う
え

で
一
番
好
き
な
と

こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。
推
敲
し
て

目
に
見
え
る
か
た
ち
に
な
っ
て
い
く

過
程
を
嬉う

れ

し
く
感
じ
ま
す
。

　

受
賞
を
知
っ
た
と
き
は
嬉
し
い

反
面
、「
文
章
の
勉
強
を
し
た
こ

と
が
な
い
私
が
全
国
一
に
な
っ
て

い
い
の
？
」と
戸
惑
い
が
あ
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
周
り
の
仲
間
た

ち
も
祝
福
し
て
く
れ
て
、
私
の
作

品
を
読
み
た
い
と
い
っ
て
く
れ
た

こ
と
に
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。

熊谷市ホームページ

熊谷市役所 検索

熊谷市役所　　048-524-1111TEL

大里庁舎・大里行政センター　　0493-39-0311
妻沼庁舎・妻沼行政センター　　048-588-1321
江南庁舎・江南行政センター　　048-536-1521
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子宮頸
けい

がん・ヒブ・小児用肺炎球菌
予防接種費用助成のお知らせ
市政ワイド　
市民意識調査の結果がまとまりました・
ハートフル・ミーティング ほか

P5

P6

平成 23 年度 予算の概要特集 
P2 市政情報P10

くらしの情報
催し・講習・募集・試験・スポーツ

P16

くらしの相談

文化施設情報P24

東北関東大震災に関する、市長からのメッセージ
災害への備えを徹底しましょうP30

情熱世代 夢追い人・
よみがえる彩色「歓喜院聖天堂」

P32
いきいき元気みんなの健康P21

熊谷教育
学校・家庭・地域が一体となって

「生きる力」の育成を！
P28

P20

　3月 5日、妻沼グライダー滑空場を会場にグライダーフェスタが開催されました。グライダー
のアクロバット飛行や体験搭乗などが行われ、来場者は、抜けるような青空に映える真っ白な
機体を眺め、歓声を上げていました。

風と遊ぼう！
熊谷めぬまグライダーフェスタ2011

12 月 26 日に行われた表彰式で盾を
受け取る内田さん

錫杖

※この連載は、今回で終了となります。

4月号

TEL

読
み
間
違
え
か
ら
生
ま
れ
た
物
語

◆江南文化財センター　　048-536-5062TEL

自
由
に
想
像
し
て
読

ん
で
欲
し
い



歳　入
587億円

歳　出
587億円
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本
市
は
二
度
の
合
併
を
経
て
、
よ
り
自
立

性
の
高
い
権
限
を
持
つ
、
特
例
市
、
特
定
行

政
庁
へ
と
移
行
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
健
全
財
政
を

堅
持
し
な
が
ら
、
総
合
振
興
計
画
を
基
本
に
、

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
掲
げ
た
施
策
、
議
会
や
ハ
ー

ト
フ
ル
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
の
ご
意
見
を
で
き
る

限
り
反
映
さ
せ
、
安
心
、
安
全
な
ま
ち
、
市

民
が
誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
で
き
る
よ

う
予
算
を
編
成
い
た
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
市
税
収
入
の
減
少
が
見
込
ま
れ

る
一
方
、
歳
出
で
は
扶
助
費
を
中
心
に
増
大
し

て
い
る
な
ど
、
限
り
あ
る
財
源
の
な
か
、
新

た
な「
暑
さ
対
策
」へ
の
取
り
組
み
や
ス
ポ
ー

ツ
振
興
と
観
光
と
の
連
携
を
図
る
な
ど
、
諸

施
策
を
積
極
的
に
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
市
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
行
政
、
市
民
が
誇

り
を
も
て
る
ま
ち
づ
く
り
、
市
民
の
笑
顔
が

あ
ふ
れ
る
ま
ち
熊
谷
」の
実
現
に
向
け
、
こ
れ

か
ら
も
全
力
で
市
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
一
般
会
計
の
予
算
規
模
は
、
５
８
７
億
円
で
、
昨
年
度
か
ら
16
億
円
の

増（
２
．８
％
増
）と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
子
ど
も
手
当
を
は
じ
め
、
生
活
保
護
・

障
害
者
自
立
支
援
の
給
付
費
な
ど
民
生
費
の
増
加
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。
市
税
収
入

は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
へ
の
影
響
を
抑
え
る
た
め
、
基
金
を
取

り
崩
す
な
ど
し
て
、
対
応
し
て
い
ま
す
。

　子宮頸がんワクチン、ヒブワクチン、小児用肺炎球菌ワクチンについて、
対象者の接種費用を全額公費負担します。【詳しくは、5 ページ】

（ヒブと小児用肺炎球菌ワクチンについては、一時接種を見合わせています。）

　熊谷商工会議所および商工会等が実施する販売総額 11億円のプレミアム
付き商品券発行に対し、10％のプレミアム分等の補助を行います。

　低公害軽自動車への乗り換えを奨励するため、平成 24 年度に新たに課税される一定の
基準を満たした軽自動車を取得した場合、市税相当額を平成 24 年度に交付します。

【詳しくは、7ページ】

　小学校の全ての普通教室にエアコンを設置します。平成 24 年の夏に向け、今年度中に工
事を実施します。

　プロジェクトチームにより立案された「暑さ対策」5 事業（下記）のほか、引き続き各種の暑
さ対策に取り組みます。

ウ
エ
ル
カ
ム
熊
谷
観
光
事
業

　
　
　
　

   

（
１
８
０
万
円
）

市
民
協
働「
熊
谷
の
力
」事
業

中
央
消
防
署
等
建
設
事
業　

　
　
　
（
４,
５
７
０
万
円
）

こ
ど
も
医
療
費
給
付
事
業

　

 

（
６
億
８,
０
７
５
万
円
）

熊
谷
Ｂ
級
グ
ル
メ
大
会
実
施

事
業　
　
　
（
５
０
０
万
円
）

・
市
民
活
動
団
体
紹
介
冊
子
作
成
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
50
万
円
）

　

保
存
修
理
工
事
を
終
え
、
６
月

に
一
般
公
開
を
迎
え
る
妻
沼
聖
天

山
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
観
光
案
内

　

地
域
の
課
題
を
解
決
す
る
た

め
、
市
民
活
動
団
体
と
市
の
協
働

に
よ
り
次
の
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

全
国
規
模
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
る
際
、
全
国
か
ら

集
ま
る
観
戦
客
に
市
内
観
光
を
し

て
も
ら
え
る
よ
う
循
環
バ
ス
を
運

行
し
、
観
光
と
ス
ポ
ー
ツ
の
連
携

を
図
り
ま
す
。

　

公
民
館
施
設
を
併
設
し
た
中

央
消
防
署
を
熊
谷
女
子
高
校
東

側
に
新
築
す
る
た
め
、
平
成
23
・

24
年
度
の
２
か
年
で
建
設
工
事
を

行
い
ま
す
。

　

子
育
て
を
す
る
保
護
者
の
経

済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、

中
学
校
修
了
ま
で
の
子
ど
も
に
対

し
入
院
、
通
院
に
か
か
る
医
療
費

を
給
付
し
ま
す
。

　

Ｂ
級
グ
ル
メ
の
関
心
が
高
ま
る

な
か
、
埼
玉
県
内
を
は
じ
め
全
国

か
ら
Ｂ
級
グ
ル
メ
を
招
き
、
熊
谷

の
ご
当
地
グ
ル
メ
を
あ
わ
せ
た
大

会
を
開
催
し
ま
す
。

数字は予算額

・「暑さ対策」暑さにまけるな中学生事業（35 万円）　熱中症を予防し、いざというときの知識・
スキルを身につけるため、市内全中学 2 年生を対象とした熱中症対策講習を学校の授業の
一環として実施します。

・「暑さ対策」まちなかオアシス事業（70 万円）　屋外で気分が悪くなった市民のために、庁舎
や公民館に水分補給などができる一時的な避難場所を設置します。

・「暑さ対策」熱中症予防グッズ配布事業（1,260 万円）　単身高齢者と小学生に
対し、予防グッズ（クールスカーフ）を無償配布します。また熊谷市の新たな
オリジナルグッズとして、夏季限定の販売を行います。

・「暑さ対策」PR 事業（184 万円）　本市の暑さ対策の取り組みを広くＰＲするた
め、ＣＭを作成し、市内の映画館などで放映します。

・「暑さ対策」涼しさ体感アート事業（230 万円）　市民から「涼」「水」「青」をテー
マとした作品を公募し、「涼しさ」を体感できる作品展示を行います。

魅
力
あ
る
郷
土
を

　

ほ
こ
れ
る
ま
ち

１

市
民
と
行
政
が

　

協
働
す
る
ま
ち

２

み
ん
な
で
創
る

　
　

安
全
な
ま
ち

３
だ
れ
も
が
安
心
し
て

健
康
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

４

（1億 3,080万円）

（債務負担行為限度額 430 万円）

（3 月補正予算 9 億 3,900 万円）

聖
天
山
お
客
様
お
迎
え
事
業

　
　
　
　
　
（
１
９
５
万
円
）

市債
35億3,710万円

（6.0％）

譲与税・交付金
34億6,580万円

（5.9％）

県支出金
32億1,228万円

（5.5％）

民生費
225億2,580万円

（38.4％）

公債費
59億551万円
（10.0％）

教育費
52億4,530万円

（8.9％）

衛生費
54億793万円

（9.2％）

土木費
69億9,557万円

（11.9％）

総務費
64億4,978万円

（11.0％）

子宮頸
けい

がん・ヒブ・小児用肺炎球菌ワクチン接種に
ついて全額公費負担します

プレミアム付き商品券を発行します

低公害軽自動車購入者に市税相当額を交付します

全小学校にエアコンを設置します

暑さ対策を推進します

一般会計 587億円

特
別
会
計

国民健康
保険 201億5,699万円

下水道 40億9,078万円

公共用地
先行取得 5,413万9千円

駐車場
事業 2億7,446万2千円

土地区画
整理事業 13億6,504万5千円

農業集落
排水事業 6億54万円

後期高齢
者医療 16億7,804万4千円

特別会計
合計 282億2,000万円

水道事業 72億5,461万2千円

合計 941億7,461万2千円

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
給

付
事
業 

（
３,
７
２
０
万
円
）

　

ひ
と
り
親
家
庭
等
に
対
し
、
医

療
費
の
助
成
を
行
い
ま
す
。
今
年

度
か
ら
は
、
原
則
と
し
て
窓
口
無

料
と
し
、
保
険
診
療
に
よ
る
自
己

負
担
分
を
廃
止
し
ま
す
。

主
な
事
業

平
成
23
年
度

熊
谷
市
総
合
振
興
計
画
の
９
つ
の
政
策
に
沿
っ
て
紹
介
し
ま
す
。

（
数
字
は
予
算
額
）

第
95
回
日
本
陸
上
競
技
選
手
権

大
会
事
業 

（
１,
０
２
５
万
円
）

　

６
月
に
熊
谷
ス
ポ
ー
ツ
文
化
公

園
陸
上
競
技
場
で
開
催
さ
れ
る

国
内
最
高
峰
の
大
会
で
あ
る
日
本

陸
上
競
技
選
手
権
大
会
の
運
営

を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
開
催
地

と
し
て
大
会
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

招
致
事
業　
（
３
３
０
万
円
）

　

２
０
１
９
年
に
日
本
で
開
催
さ

れ
る
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

の
試
合
を
、
熊
谷
ス
ポ
ー
ツ
文
化

公
園
ラ
グ
ビ
ー
場
へ
招
致
す
る
た

め
の
活
動
を
行
い
ま
す
。

・
成
年
後
見
制
度
普
及
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
79
万
円
）

・
み
ど
り
の
風
吹
く
街
づ
く
り
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
４
４
万
円
）

・
妻
沼
聖
天
山
観
光
案
内
事
業　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
78
万
円
）

・
熊
谷
式
運
動
場
等
芝
生
化
事
業　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
６
４
万
円
）

板
の
作
製
や
観
光
協
会
、
商
工
会

で
行
う
事
業
へ
の
支
援
を
行
い
ま

す
。

熊谷市長

富岡 清

クールスカーフ

妻沼聖天山
縁結びキャラクター
えんむちゃん

6/10（金）〜 12（日）の 3 日間、熊谷に
日本のトップアスリートが集結します。

平成 23 年度の注目事業

一般会計　歳入・歳出の内訳平成 23 年度当初予算 一
般
会
計
当
初
予
算
５
８
７
億
円
の
使
い
道

◆
財
政
課　

 

内
線
２
４
１

予
算
の
概
要

議会費
5億6,441万円（1.0％）

労働費
4億375万円（0.7％）

農林水産業費
10億4,351万円

（1.8％）

商工費
14億3,717万円

（2.4％）

消防費
26億2,127万円

（4.5％）

予備費
1億円（0.2％）

市税
283億1,703万円

（48.2％）

地方交付税
45億5,000万円

（7.8％）

使用料及び手数料
8億4,496万円（1.4％）

分担金及び負担金
7億9,150万円（1.4％）

繰越金
10億円（1.7％）

諸収入
25億7,260万円（4.4％）

繰入金
26億917万円

（4.4％）
財産収入・寄附金
8,539万円（0.2％）

国庫支出金
77億1,417万円

（13.1％） （2 億 9,986 万円）

TEL



（
仮
称
）ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
村

整
備
事
業（
３,
１
０
０
万
円
）

事
務
管
理
経
費（
１
１
９
万
円
）

　

旧
市
立
女
子
高
校
を
活
用
し

て
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
文
化
、
ス

ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
施
設
を
整
備

す
る
た
め
の
基
本
設
計
等
を
実
施

し
ま
す
。

　

事
務
事
業
評
価
シ
ス
テ
ム
の
客

観
性
と
透
明
性
を
確
保
す
る
た

め
、
公
募
市
民
や
有
識
者
で
構
成

さ
れ
る
外
部
評
価
委
員
会
に
よ
る

点
検
、
評
価
を
行
い
、
市
民
の
目

線
に
立
っ
た
事
業
の
評
価
を
実
施

し
ま
す
。

さ
ら
に
詳
し
い
情
報
は
、
財
政
課

（
市
役
所
３
階
）ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

◆
財
政
課　

内
線
２
４
１

平成 23年 (2011)4月　市報くまがや 45 市報くまがや　平成 23年 (2011)4月

あ
っ
ぱ
れ
・
天
晴
・
新
エ
ネ
・

省
エ
ネ
機
器
普
及
推
進
事
業   

　
　
　

（
３,
０
０
０
万
円
）

あ
っ
ぱ
れ
・
天
晴
・
業
務
用
新

エ
ネ
・
省
エ
ネ
設
備
奨
励
事
業

　
　
　
　
　

（
２
０
０
万
円
）

都
市
公
園
安
全
・
安
心
対
策

事
業　

（
６,
０
０
０
万
円
）

「
熊
谷
野
菜
で
夏
ご
は
ん
」

ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
事
業

　
　
　
　
　
　

  

（
34
万
円
）

星
川
あ
お
ぞ
ら
市
事
業

　
　
　
　
　
　

  

（
77
万
円
）

熊
谷
さ
く
ら
運
動
公
園
庭

球
場
人
工
芝
生
化
新
設
事
業   

　
　
　

（
７,
０
０
０
万
円
）

総
合
交
通
体
系
整
備
促
進
事
業

　
　
　

（
９,
３
３
５
万
円
）

企
業
誘
致
推
進
事
業

　
　
　

（
９,
９
５
６
万
円
）

市
道
大
里
１
号
線
道
路
改

良
事
業
（
８,
９
７
３
万
円
）

小
中
学
校
屋
内
運
動
場
建
築

事
業　

 

（
８,
８
４
６
万
円
）

（
３
月
補
正
予
算

　

13
億
３,
７
０
０
万
円
）

熊
谷
東
小
学
校
区
公
民
館
建

設
事
業 

（
１,
５
２
０
万
円
）

小
児
救
急
医
療
医
師
派
遣
支

援
事
業 　

  

（
３
６
４
万
円
）

働
く
世
代
へ
の
大
腸
が
ん
検

診
推
進
事
業（
５
６
１
万
円
）

　

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
や
高
効

率
給
湯
器
を
住
宅
に
設
置
す
る
市

民
に
対
し
て
、
設
置
に
か
か
る
費

用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　

業
務
用
に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
や
高
効
率
給
湯
器
を
設
置
す
る

事
業
者
に
対
し
て
、
設
置
に
か
か

る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　

誰
も
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る

安
全
な
都
市
公
園
の
整
備
を
図
る

た
め
、
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

や
健
康

遊
具
の

設
置
な

ど
を
実

施
し
ま

す
。

　

新
鮮
で
お
い
し
い
熊
谷
野
菜
を

使
っ
て
、
暑
い
夏
を
乗
り
切
る「
夏

ご
は
ん
」ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
を
高
校

生
を
対
象
に
開
催
し
ま
す
。

　

交
通
手
段
の
少
な
い
市
民
の
生

活
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
中
心

市
街
地
の
賑に

ぎ

わ
い
を
復
活
さ
せ
る

た
め
、
生
鮮
野
菜
を
中
心
と
し
た

「
星
川
あ
お
ぞ
ら
市
」を
開
設
し
ま
す
。

　

熊
谷
さ
く
ら
運
動
公
園
の
庭
球

場
６
面
を
人
工
芝
生
化
し
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
企
業
の
誘
致
を
推
　

市
内
を
循
環
す
る「
ゆ
う
ゆ
う

　

基
本
構
想
に
産
業
誘
導
エ
リ
ア

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
手
島
地

区
ま
で
を
優
先
的
に
整
備
す
る
た

め
、
歩
道
整
備
お
よ
び
舗
装
打
換

工
事
を
実
施
し
ま
す
。

　

耐
震
診
断
結
果
に
基
づ
き
、
計

画
的
に
屋
内
運
動
場
の
耐
震
化

を
進
め
ま
す
。
今
年
度
は
、
熊
谷

東
小
、
中
条
中
、
吉
岡
中
の
改
築

工
事
と
、
三
尻
小
、
籠
原
小
、
熊

谷
南
小
の
地
質
調
査
お
よ
び
設

計
を
行
い
ま
す
。

　

新
た
に
建
設
す
る
中
央
消
防

署
に
併
設
し
、
熊
谷
東
小
学
校
区

公
民
館
を
２
か
年
で
建
設
し
ま
す
。

　

小
児
救
急
医
療
の
輪
番
病
院
に

対
し
、
当
直
医
の
派
遣
に
係
る
経

費
を
助
成
し
、
小
児
救
急
医
療
の

24
時
間
体
制
を
図
り
ま
す
。

※ 1  接種開始年齢により、接種回数が異なります。
※ 2  「年齢計算に関する法律」により、実施年齢の考え方については、たとえば「1 歳から 2 歳未満」の場合は、１歳の誕
　　 生日の前日から２歳の誕生日の前々日までが、接種期間となります。

　熊谷市内の契約医療機関で接種する場
合、接種費用が窓口無料となります。
　ワクチンの用意があるため、必ず予約し
てください。
　なお、契約医療機関一覧は、子宮頸がん
予防接種の個別通知、またはヒブ・小児用
肺炎球菌予防接種の事前申請時にお渡しし
ます。

①病気等により、契約医療機関で接種できない場合は、必ず接種
を受ける前に母子健康センターにご相談ください。該当される
方は、熊谷市の助成額を上限に助成します。

※事前手続きがない場合は、助成が受けられません。 
②市外へ転出された場合には「予診票」は使用できません。（転出先

の市町村にお問合せください。）
③平成 23 年 4 月1日以前の接種について、払い戻し制度はあり

ません。
④平成 24 年 4 月1日以降の助成内容は、制度の改正などにより

変更される場合があります。

　①健康保険被保険者証
　②母子健康手帳
　③予診票

　

働
き
盛
り
の
40
歳
代
か
ら
一
定

の
年
齢
に
達
し
た
市
民
に
対
し

て
、
大
腸
が
ん
検
診
費
用
を
助
成

し
ま
す
。

接種医療機関 注意点

接種時に必要なもの

問合せ先

予防接種
の種類 対象者（接種開始年齢） 接種

回数 通知方法

子宮頸がん
中学１年生〜高校１年生相当の女子

（平成 7 年 4 月 2 日〜
平成 11 年 4 月 1 日生まれ）

3 回 個別に通知します。
（対象者には、予診票を郵送します。）

ヒブ
※ 1

生後 2 か月〜 7 か月未満 4 回

事前に申請してください。（4 月 1 日から受付）

母子健康手帳を持参し、母子健康センターまたは
大里・妻沼・江南保健センターへお越しください。
予診票をお渡しします。※ 2

生後 7 か月〜 1 歳未満 3 回
1 歳〜 5 歳未満 1 回

小児用
肺炎球菌
※ 1

生後 2 か月〜 7 か月未満 4 回
生後 7 か月〜 1 歳未満 3 回
1 歳〜 2 歳未満 2 回
2 歳〜 5 歳未満 1 回

実 施 期 間　平成 23 年 4 月1日（金）～平成 24 年 3 月31日（土）
接種対象者　市内在住の下表の対象に該当し、接種を希望する方

　4 月 1日から、子宮頸がん予防接種・ヒブ予防接種および小児用肺
炎球菌予防接種の費用を全額助成します。　 

予防接種に関すること　◆母子健康センター　  048-525-2722
健康被害に関すること　◆健康づくり課　  048-528-0601　

　この予防接種は、予防接種法により接種を受ける法律上の努力義務はなく、保護者の希望に
よって接種を受ける【任意の予防接種】です。予防接種の効果と副反応をよくご理解いただいた
うえで、接種しましょう。

　厚生労働省より、ヒブワクチンおよび小児用肺炎球菌ワクチンを含むワクチン同時接種後の死亡例が
報告されたことから、接種を一時的に見合わせるとの報告があり、本市におきましても、接種を見合わせ
ています (3 月15 日現在 )。ワクチン接種との明確な因果関係は不明であり、厚生労働省は詳細な調査をし
ているところです。接種の再開等につきましては、今後の厚生労働省および本市ホームページ等にご注意
ください。

女
性
特
有
の
が
ん
検
診
推
進

事
業    

（
２,
９
６
５
万
円
）

　

一
定
の
年
齢
に
達
し
た
女
性
に

対
し
て
、
子
宮
頸け

い

が
ん
検
診
お
よ

び
乳
が
ん
検
診
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

自
然
の
豊
か
さ
が

　

あ
ふ
れ
る
ま
ち

５

活
力
あ
る
産
業
が

　
　
　

育
つ
ま
ち

６

便
利
で
快
適
な

人
に
や
さ
し
い
ま
ち

７

地
域
に
根
ざ
し
た

教
育
・
文
化
の
ま
ち

８

効
率
的
で
わ
か
り

や
す
い
行
財
政

９

放
課
後
児
童
保
育
室
整
備
事
業 

　
　
　

（
１,
１
０
３
万
円
）

　

放
課
後
、
保
護
者
の
い
な
い
家

庭
の
小
学
校
低
学
年
児
童
の
健

全
育
成
を
図
る
た
め
、
秦
小
学
校

内
に
新
た
な
児
童
ク
ラ
ブ
を
整

備
し
ま
す
。

ヒブおよび小児用肺炎球菌予防接種の接種見合わせについて

進
し
ま
す
。
本
年
度
か
ら
施
行
さ

れ
る
新
た
な
条
例
で
は
、
市
内
の

既
存
企
業
も
活
用
し
や
す
い
支
援

制
度
と
す
る
と
と
も
に
、
環
境
に

係
る
奨
励
金
の
メ
ニ
ュ
ー
も
新
設

し
ま
し
た
。

バ
ス
」
に
、新
た
に
江
南
地
区
ル
ー

ト
と
熊
谷
駅
周
辺
ル
ー
ト
の
運
行

を
開
始
し
ま
す
。
ま
た
、
県
と
協

力
し
て
公
共
交
通
へ
の
利
用
転
換

に
関
す
る
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

子宮頸
け い

がん・ヒブ・小児用肺炎球菌 

予防接種費用助成のお知らせ

TEL

TEL

TEL

新たなルートの運行が開始される
「ゆうゆうバス」

万平公園

（仮称）スポーツ・文化村として整備が
予定されている旧市立女子高校

平成 23 年度
予算の概要
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 　　共通事項
応募方法　
　所定の応募用紙に
記入し、企画課（市役
所 3 階）へ提出してく
ださい。
　応募用紙は、市役
所、行政センター、公
民館等に設置してある
ほか、市ホームページ
にも掲載しています。
募集期間
　5 月 16 日（月）まで
　随時
※必ず大会に出場する
　前に申請してくださ
　い。

◆企画課 　内線 215
　 　048-525-9222
　Ｅメール
　kikaku@city.　　
　kumagaya.lg.jp

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
費
補
助
金
の

制
度
が
変
わ
り
ま
す

市
民
意
識
調
査
の
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

　

市
民
の
意
識
の
動
向
と
現
在
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
て
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
活い

か
す
た
め
、「
熊
谷
市
民
意
識
調
査
」を
実

施
し
ま
し
た
。
こ
の
度
、
結
果
が
ま
と
ま
り
、「
平
成
22
年
度
市
民

意
識
調
査
報
告
書
」を
作
成
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

◆
広
報
広
聴
課　

内
線
２
０
６

補
助
対
象
に
な
ら
な
い
場
合

・
新
築
ま
た
は
建
替
え
に
伴
い
、

浄
化
槽
を
設
置
す
る
場
合

・
浄
化
槽
の
設
置
届
出
を
せ
ず
に

設
置
し
た
場
合

・
住
宅
な
ど
を
借
り
て
い
る
方
で
、
賃

貸
人
の
承
諾
が
得
ら
れ
な
い
場
合

※
補
助
制
度
を
利
用
す
る
場
合

は
、
必
ず
着
工
前
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。　
　

※さらに、単独処理浄化槽やくみ取り便所を処分する場合に
は、60,000 円の補助が利用できます。

※集中転換促進地域（ムサシトミヨが生息している区域周辺）
では、県と市による補助金額を上乗せする制度があります。
詳細については、対象地域へ回覧でご案内しますので、ご
覧ください。

　

４
月
か
ら
、
新
築
や
建
替

え
に
伴
い
合
併
処
理
浄
化
槽

を
設
置
す
る
場
合
の
補
助
金

が
廃
止
に
な
り
ま
し
た
。

　

単
独
処
理
浄
化
槽
や
く
み

取
り
便
所
を
、
合
併
処
理
浄

化
槽
に
入
れ
替
え（
転
換
）す

る
場
合
の
補
助
金
は
下
表
の

と
お
り
で
す
。

◆
環
境
衛
生
課（
江
南
庁
舎
）

　
　

０
４
８-

５
３
６
‐
１
５
２
１

申
請
要
件

自
己
の
居
住
の
た
め
の
住
宅

に
10
人
槽
以
下
の
合
併
処
理

浄
化
槽
を
設
置
す
る
場
合

補
助
対
象
に
な
る
浄
化
槽

合
併
処
理
浄
化
槽
機
能
保
証

制
度
に
基
づ
い
た
保
証
登
録

の
あ
る
浄
化
槽
で
、
処
理
対

象
人
数
が
５
人
以
上
10
人
以

下
の
も
の

補
助
対
象
に
な
る
区
域

公
共
下
水
道
事
業
計
画
認
可

区
域
お
よ
び
農
業
集
落
排
水

事
業
計
画（
予
定
）区
域
を
除

い
た
市
内
全
域

補
助
金
額

　

熊
谷
市
の
住
み
ご
こ
ち
な
ど
や
、
総
合

振
興
計
画
で
掲
げ
た
施
策
の
中
で
、
重
要

と
思
う
施
策
と
満
足
度
の
高
い
施
策
を
お

聞
き
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
上
位
５
位

ま
で
の
施
策
は
次
の
と
お
り
で
す
。

重
要
と
思
う
施
策

１ 

犯
罪
の
起
こ
ら
な
い
環
境
を  

　

整
備
す
る

２ 

医
療
体
制
を
充
実
す
る

３ 

災
害
に
強
い
ま
ち
を
つ
く
る

重
要
と
思
う
施
策
は
安
心
・
安
全
が
上
位

調査の概要

４ 
交
通
事
故
の
減
少
・
防
止
を
図
る

５ 
健
全
な
財
政
運
営
を
行
う

満
足
度
の
高
い
施
策

１ 

あ
つ
さ 
は
れ
ば
れ 

熊
谷
流

 

（
あ
っ
ぱ
れ
！
熊
谷
流
）プ
ロ
ジ
ェ 

ク
ト

２ 

消
防
力
を
強
化
す
る

３ 

平
和
な
ま
ち
を
つ
く
る

４ 

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
に
熱
中
で
き
る

    

場
を
つ
く
る

５ 

全
国
に
発
信
で
き
る
特
色
を
つ
く
る

　

報
告
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ

か
、
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー（
市
役
所
１

階
）・
各
行
政
セ
ン
タ
ー
・
出
張
所
・

公
民
館
な
ど
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
報
告
書
概
要
版
を
配
布
し
て

い
ま
す
。

対象　市内に在住する満 20 歳以上
の男女３,０００人（無作為抽出）と
市政モニター 30 人

調査期間　
 　平成 22 年 11 月１日〜 15 日
調査項目　①住みごこちや生活環境

②市民生活　③安心・安全　④
健康・保健衛生　⑤少子高齢社
会　⑥地域との関わり・市民
活動　⑦市政等　⑧施策の重要
度、満足度

有効回収数　２,０１１通
※調査にご協力くださった皆さん、あ
　りがとうございました。

今
年
も
皆
さ
ん
の「
あ
つ
い
」活
動
を

応
援
し
ま
す
！

　

個
人
や
団
体
、
企
業
が
実
施

す
る
事
業
で
、「
あ
つ
い
ぞ
！
熊

谷
」の
冠
を
事
業
名
に
つ
け
て
広

報
し
た
い
事
業
や
商
品
等
を
募

り
、
市
が
ま
と
め
て
チ
ラ
シ
・

ポ
ス
タ
ー
等
で
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
事
業

　

夏
期（
原
則
７
月
〜
９
月
）に

実
施
し
、
次
の
い
ず
れ
か
の
要

件
を
満
た
す
も
の

１
「
あ
つ
い
ぞ
！
熊
谷
」冠
エ
ン
ト
リ
ー
事
業
の
募
集

２
「
あ
つ
い
ぞ
！
熊
谷
」U-

18
少
年
熱
中
大
使
の
募
集

　

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
芸
術
分
野

で
活
躍
し
、
広
報
大
使
と
し
て

本
市
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
く
れ
る

少
年
・
少
女
を
募
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
少
年
・
少
女

　

18
歳
以
下
で
、
予
選
を
勝
ち

抜
き
、
規
定
レ
ベ
ル
の
大
会
等

に
出
場
す
る
方
で
、｢

あ
つ
い

ぞ
！
熊
谷｣

少
年
熱
中
大
使
と

１

１

2

2

第 1 回 第 2 回
対象 主に玉井小学校区 主に吉岡小学校区

とき 5/7( 土 )
9：30 〜 11：30

5/7( 土 )
14：00 〜 16：00

ところ 玉井公民館 吉岡公民館
テーマ (1) 環境・温暖化対策について 地域の安心安全について
テーマ (2) 都市計画について 住環境の整備

今こそ発進！『地域の力』で輝く未来へ

あなたと市長の
　　　ハートフル・ミーティング

　ハートフル・ミーティングは、市長が市内各所
に伺い、市民皆さんのご意見やアイデア等をいた
だき、今後の市政に反映させるための懇談会です。
皆さんのご参加をお待ちしています。

募集対象および人員　主に、その小学校区に在住・
在学・在勤の方、または学区内保育所、幼稚園、
児童館等利用者の保護者で各回 40 人程度

申込み　電話またはＦＡＸ、Ｅメールに住所・氏名・
電話番号を記入のうえ、開催日の一週間前まで
に下記に申込みください。なお、手話通訳を必
要とされる方は、申込みの際にお申し出くださ
い。

◆政策調査課　  内線 368　  048-525-9222
　E メール　seisakuchosa@city.kumagaya.lg.jp

TEL FAX

地域 人槽区分 浄化槽設置費補助 配管工事費補助

一般の地域

5 人槽 332,000 円

100,000 円6 〜 7 人槽 414,000 円

8 〜 10 人槽 548,000 円

　

応募要件　市内在住・在勤・在学の中
学生以上の方

ところ　消防本部 3 階講堂
定員　先着 30 人
受講料　無料
申込み　土・日曜日、祝日を除く 9 時

から 17 時までに、電話で警防課救急
係に仮予約を行い、お近くの消防署・
分署にて指定の様式で申請をしてく
ださい。

　　なお、ＦＡＸ・メールによる申込み
は受け付けていません。

上級救命講習会
　心肺蘇生法（成人 ･ 小児 ･ 乳児）とＡＥ
Ｄ（自動体外式除細動器）の使い方、止血
法などの応急手当やその他の外傷の手当
てを学ぶ講習会

※昼食は持参してください。

普通救命講習会
　心肺蘇生法（成人）とＡＥＤの使い方、
異物除去法、止血法を学ぶ講習会
　

　平成 24 年度に新たに（初めて）課税される軽自動車（平
成 23 年 4 月 2 日〜平成 24 年 4 月1日の間に新車登録
が必要）のうち、下記のとおり軽自動車税相当額を平成
24 年度に奨励金として交付する制度です。

申請方法
　平成24 年度分の軽自動車税納付後に申請が必要です。
　（詳細については、平成 24 年度にお知らせします。）

低公害車への乗換えを奨励し、省エネルギー化を
推進するための奨励金制度です。　

◆消防本部警防課　  048-501-0117TEL

TEL

①「
あ
つ
い
」と
つ
な
が
る
内
容
で

あ
る（
暑
い
、
熱
い
、
篤
い
等
）。

②「
あ
つ
い
」か
ら
行
う
取
り
組

み
で
あ
る（
涼
、
風
、
緑
、
水
、

川
、
海
の
イ

メ
ー
ジ
等
）。

③
そ
の
他「
熊
谷

市
」を
Ｐ
Ｒ
す

る
取
り
組
み

で
あ
る
。

な
っ
て
、
大
会
会
場
等
で
、｢

あ

つ
い
ぞ
！
熊
谷｣

Ｔ
シ
ャ
ツ（
プ

レ
ミ
ア
ム
版
）を
着
て
く
れ
る
方

※
規
定
レ
ベ
ル
：
中
学
生
以
下
の

方
は
、
県

大
会
レ
ベ

ル
。
そ
れ
以

外
の
方
は
、

関
東
大
会

レ
ベ
ル

一般公募による救命講習会　

低公害軽自動車に対する奨励金制度

講習日 時間 受付開始日
 9月10日（土）

8 時 30 分〜
17 時

 8 月11日（木）

 平成 24 年
 2月18日（土）

平成 24 年
 1月17 日（火）

対象となる低公害軽自動車
①電気自動車（燃料電池自動車含む）
②天然ガス自動車
③ハイブリッド自動車
④低公害自動車（平成 17 年以降の排出ガス基準より

75％以上軽減車（★★★★）かつ平成 22 年度燃費
基準 25％向上達成車）

◆環境政策課（江南庁舎）　  048-536-1521

TEL

TEL

「あついぞ！熊谷」Ｔシャツ

TEL

あついぞ！熊谷
シンボルキャラクター「あつべえ」

FAX

講習日 時間 受付開始日
 5 月14 日（土）

　9 時〜
　12 時

 4 月15日（金）

 7 月  9 日（土）  6 月10日（金）

10月  8日（土）  9 月  9 日（金）

12月10日（土） 11月11日（金）
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市民の公益活動を支援します

いきいきあんしん 元気で長寿のまち くまがや

　公益性のある活動を行う団体が実施する市民活動中に、
参加者が負傷した、物品などを壊してしまった。このよ
うな場合、その補償を受けることにより、負担の軽減が
図られますので安心して活動に参加できます。
対象となる活動　市民や行政にとって有益である活動で、

無報酬（交通費などの実費支給は無報酬とみなします）で
参加する継続的、計画的または臨時に行われる活動です。

　（主な活動例）防犯活動、清掃活動、交通安全パトロール、
　　　　　  市主催事業への参加

主な補償内容
　⑴傷害事故　死亡補償金　200 万円
　　　　　　　入院補償金　1日 3,000 円
　　　　　　　通院補償金　1日 2,000 円
　⑵損害賠償　身体賠償　5,000 万円
　　責任事故　財物賠償　1,000 万円
　　　　　　　保管物賠償　500 万円
※市外の方でも補償の対象になる場合があります。
保険料　市が全額負担します（個人等の負担はありません）。
申込み　保険の適用を受けるためには、活動団体の代表

者による登録が必要です。登録は、随時受付をしてお
り、一度登録されると継続されますので、代表者の変
更等での再登録の必要はありません。新しく登録を希
望される団体は、お問合せください。

活動を行う前に　団体の代表者等は、活動の開始前に必
ず参加者の把握をしてください。

事故の報告　事故が発生したら速やかに市の担当窓口へ
連絡してください。

◆市民活動推進課　  内線 330

対象　65 歳以上の市民（登録制）
※介護保険で要支援・要介護認定を受けている方は対象

となりません。
定員　各会場とも先着 30 人
内容　運動器の機能向上 12 回、口

こうくう

腔機能向上・栄養
改善各 1 回

持ち物　運動のできる支度・上履き
用運動靴・タオル・飲み物（水筒
またはペットボトル）・バスタオル

費用　無料
申込み　4 月 5 日（火）から電話で下記へ。
※会場はいずれか 1 会場とします。
◆長寿いきがい課　  内線 217

※熊谷保健センターは、お車での参加はご遠慮ください。

　いつまでもいきいきと老後を過ごすために、日常生
活の中に簡単体操をとりいれましょう！

実施会場 実施日 (1 コース 14 回）・時間
別府公民館 5月9日〜8月8日の月曜日10 時〜12 時

上之荘 5月9日〜8月8日の月曜日13時45分〜15時45分
江南勤労センター 5月10日〜8月9日の火曜日10 時〜12 時
大里保健センター 5月10日〜8月9日の火曜日14 時〜16 時

ひかわ荘 5月13日〜8月12日の金曜日10 時〜12 時
熊谷保健センター 5月13日〜8月12日の金曜日14 時〜16 時

　4 月 1 日現在、満 70 歳以上の方に、申請により
2,000 円分の敬老マッサージ・鍼灸サービス利用補
助券を交付します。
　利用希望者は下記へ申請書を提出してください。
　利用補助券は、4 月 1 日から平成 24 年 3 月 31 日
までの間に 1 回限り利用できます。
　利用できる施術所は下表のとおりです。
◆長寿いきがい課　  内線 290
◆各行政センター福祉担当課

敬老マッサージ・鍼
しんきゅう

灸サービス
利用補助券を交付します

施術所 所在地 電話
施術内容

マッサージ 鍼
は り

 灸

引間マッサージ 上之 2073-4 048-523-1293 ○ - -
田島鍼灸院 柿沼 683-1 048-527-2856 ○ ○ ○
熊谷指圧鍼灸院 末広 3-1-3 048-522-4839 ○ ○ ○
田口治療院 代 1232-5 048-523-9906 ○ ○ ○
回心堂治療院 新島 407-8 048-525-7268 ○ ○ ○
室岡治療院 新堀 905-4 048-532-6216 ○ ○ -
鶴田はりマッサージ療院 箱田 1-1-1 048-521-2980 ○ ○ ○
贄田治療院 本石 2-87 048-521-5437 ○ ○ ○
すえひろ鍼灸接骨院 末広 1-54 048-529-0841 ○ ○ ○
三愛鍼灸院 肥塚 3-2-51 048-522-1418 ○ ○ ○
健やか堂 肥塚 391-17 048-525-9152 ○ ○ ○
大谷鍼灸院 星川 2-84 048-522-4816 - ○ ○
サンワード治療院 三ヶ尻 2380 048-532-4630 - ○ ○
おぎはら鍼灸院 末広 2-21 2 階 048-529-1666 - ○ ○

加藤鍼灸院 石原 2-14
ビレッタ熊谷 505 048-524-6467 - ○ ○

小山鍼灸院 別府 4-215 048-532-0465 - ○ ○
塩谷鍼灸整骨院 末広 3-1-34 048-521-5148 - ○ ○
高橋鍼灸院 石原 1734-5 048-522-5422 - ○ ○
大和鍼灸理療院 肥塚 717-2 048-523-6697 - ○ ○
オリエント鍼灸院 肥塚 3-2-73 048-525-5116 - ○ ○
星漢堂鍼灸院 妻沼 1676 048-588-3090 - ○ ○
宇野鍼灸整骨院 田島 217-2 048-589-4189 - ○ ○

はり・きゅう創生治療院 石原 1-51-1
ﾄﾞﾐｰﾙｼﾞｮｲＤ107 048-525-3796 - ○ ○

あらい鍼灸院 村岡 36-2 048-598-4993 - ○ ○
鍼灸マッサージ治療院 くまもう 鎌倉町 111-1 048-598-3419 - ○ ○
もみりょうじ鈴木 柿沼 885-15 048-511-0478 - ○ ○

事業施術所（鍼灸院等）一覧

ずっと元気！らくらく体操教室

　高齢者の健康づくりを目的に、熊谷さくら運動公園
屋内プールの無料利用券を、申請により交付します。
対象　平成 23 年 4 月 1 日現在、市内に住所を有す

る 65 歳以上の方
交付枚数　一人あたり年度内 2 枚
交付期間　4 月 1 日〜平成 24 年 3 月 31 日（利用有

効期間についても同様）　
交付場所　下記にて。
◆長寿いきがい課　  内線 290
◆熊谷さくら運動公園屋内プール
　「アクアピア」　
　　  048-533-9100

熊谷さくら運動公園屋内プール｢アクアピア｣
無料利用券を交付します

TEL

TEL

健康入浴券を交付します

（社）熊谷市シルバー人材センター 会員入会説明会

　申請により 65 歳以上 76 歳以下の方に 100 円で利
用できる券、77 歳以上の方に無料券を交付します。
交付枚数　自宅にお風呂のない方は月あたり 4 枚、自

宅にお風呂のある方は月あたり 1 枚
利用できる浴場　
 

　利用希望者は、下記へ申請書を提出してください。
◆長寿いきがい課　 内線 290
◆大里・江南行政センター市民福祉課、妻沼行政センター福祉課

TEL

TEL

朝日湯 本石 1-332 　   048-521-5165
桜湯 筑波 3-98-1 　   048-521-2418
見晴湯 伊勢町 264-2 　   048-521-3934

○どちらの会場でも受け付けできます。
○都合により受付日が変更となる場合があります。
※入会希望者は、必ず入会説明会に参加してください。
※入会するときは必要書類等（入会説明会で配布）をご

持参ください。
◆（社）熊谷市シルバー人材センター本部事務所     048-524-2810

対象　市内在住の 60 歳以上で、健康で働く意欲があ
り、シルバー人材センターの理念を理解し、賛同し
てくださる方

TEL

入会説明会 とき・ところ 入会受付 とき・ところ

本部
事務所

毎月第 3 金曜日
13 時 30 分〜
勤労青少年ホーム ほか

毎月第 4 金曜日
10 時〜 15 時
シルバー人材センター本部事務所

妻沼
事務所

毎月第 3 水曜日
13 時 30 分〜
シルバー人材センター妻沼事務所

毎月第 4 水曜日
10 時〜 12 時
シルバー人材センター妻沼事務所
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　公益性のある活動を行う NPO・ボランティア団体等
の活性化を図るため「はじめの一歩助成金」を交付します。

スタート助成金

１団体あたりの上限額 10 万円（5 団体程度）
　新たに市民活動団体として公益活動を開始する団体、
または特定非営利活動法人（NPO 法人 ）の認証を目指し
ている団体等を対象に、団体が活動や事業を開始できる
よう立ち上げ期に係る費用に対して支援します。

チャレンジ助成金

１団体あたりの上限額 30 万円（5 団体程度）
　現在市民活動を行っている団体を対象に、公益活動
を拡大、または他の団体と合同事業を開始する場合など、
活動基盤の拡充等に係る費用に対して支援します。

助成金の手引き・申請書　4 月1日 ( 金 ) から配布（土・
日曜日、祝日を除く）

※市ホームページからも入手できます。
受付期間　4 月11日 ( 月 ) 〜 5 月 6 日 ( 金 )（土・日曜日、

祝日を除く）
※重複して応募することはできません。
助成金交付団体の決定　6 月上旬
助成金の交付　概算交付もできます。
実績報告書の提出　事業終了後 14 日以内
配布・受付場所　市民活動推進課（市役所 4 階）
※申請には事業計画書、団体概要書等が必要です。
　詳しくは助成金の手引きをご覧ください。
◆市民活動推進課　  内線 475

これから活動を始める団体を支援します

市民協働「熊谷の力」事業 実施団体 市のパートナー
みどりの風吹く街づくり事業 （社）埼玉建築士会大里支部 環境政策課
市民活動団体紹介冊子作成事業 特定非営利活動法人　ＮＰＯくまがや 市民活動推進課
成年後見制度普及事業 市民とともに成年後見を学ぶ会 長寿いきがい課・障害福祉課
熊谷式運動場等芝生化事業 グリーンアップ熊谷 公園緑地課
妻沼聖天山観光案内事業 めぬまガイドボランティア阿

あ

うんの会 妻沼行政センター産業建設課

平成 23 年度市民協働「熊谷の力」事業は、下表の 5 事業
を実施します。

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL
TEL

「はじめの一歩助成金」申請団体を募集します

大切な 1 票、
忘れず投票。

市民協働「熊谷の力」事業を実施します

「市民活動保険」をご活用ください

◆市民活動推進課　 内線 330TEL

すでに活動を行っている団体のさら
なる活動に対して支援します

教室の様子

アクアピア


